















































































































































































































































































































競 争 率  
昭和４６年度 
１６０ 













































































































































































































































































































































































































































経 営 学 総 論 
シ ス テ ム 管 理 
生 産 管 理 
品 質 管 理 
公 企 業 論 
会 計 学 
簿 記 学 
財 務 管 理 
工 業 会 計 
税 務 会 計 
標 準 原 価 計 算 
監 査 論 
予 算 統 制 
コンピューター会計 
経 営 分 析 
経 営 機 械 化 論 
情 報 シ ス テ ム 論 
経 営 数 学 
労 務 管 理 
経 営 組 織 論 
人 間 関 係 論 
経 営 史 
産 業 構 造 論 
産 業 公 害 論 
消 費 者 行 動 論 
経 営 社 会 学 
国 際 金 融 論 
貿 易 理 論 
多 国 籍 企 業 論 
流 通 総 論 
マ ー ケ ティング 論 
物 流 論 
保 険 論 
倉 庫 論 
交 通 論 
経 営 実 務 総 論 
外 国 為 替 
貿 易 実 務 
商 業 英 語 
コンピューター実習 
労 働 法 
経 済 法 
 
 














経 営 工 学 
 
 


















経 営 実 務 論 
 
 

















































学 科 目 授　業　科　目 講　　　　義　　　　内　　　　容
経 営 学
財 務 会 計
経 営 学 総 論
シ ス テ ム 管 理
生 産 管 理
品 質 管 理
公 　 企 　 業 　 論
会 　 　 計 　 　 学
簿 　 　 記 　 　 学
財 　 務 　 管 　 理
工 　 業 　 会 　 計















管 理 会 計







標 準 原 価 計 算
監 　 　 査 　 　 論
予 　 算 　 統 　 制
コンピューター会計
経 　 営 　 分 　 析
経 営 機 械 化 論
情 報 シ ス テ ム 論
経 　 営 　 数 　 学
労 　 務 　 管 　 理
経 営 組 織 論
人 間 関 係 論
経 　 　 営 　 　 史
産 業 構 造 論
産 業 公 害 論
消 費 者 行 動 論
経 営 社 会 学
国 際 金 融 論
人 間 関 係 論
多 国 籍 企 業 論
流 　 通 　 総 　 論
マーケティング論
物 　 　 流 　 　 論
保 　 　 険 　 　 論
倉 　 　 庫 　 　 論
公 　 　 通 　 　 論
経 営 実 務 総 論
外 　 国 　 為 　 替
貿 　 易 　 実 　 務
商 　 業 　 英 　 語
コンピューター実習
労 　 　 働 　 　 法






















































































































































































































経 済 原 論 Ⅰ  
（ 近 代 経 済 学 ）  
経 済 原 論 Ⅱ  
（ マ ル ク ス 経 済 学 ）  
公 共 経 済 学  
経 済 学 史  
国 際 経 済 論  
経 済 史 総 論  
西 洋 経 済 史  
日 本 経 済 史  
経 済 政 策 総 論  
商 業 政 策  
工 業 政 策  
農 業 政 策  
社 会 政 策  
財 政 学 総 論  
地 方 財 政 論  
財 政 政 策 論  
貨 幣 及 び 金 融 論  
景 気 論  
統 計 学  
計 量 経 済 学  
経 済 地 理 学  
日 本 産 業 論  
海 外 経 済 事 情  
経 営 学 総 論  
経 営 組 織 論  
シ ス テ ム 管 理  
生 産 管 理  
公 企 業 論  
会 計 学  
簿 記 学  
工 業 会 計  
税 務 会 計  
予 算 統 制  
標 準 原 価 計 算  
財 務 管 理  
監 査 論  
経 営 分 析  
コ ン ピ ュ ー タ 会 計  
経 営 機 械 化 論  
情 報 シ ス テ ム 論  
経 営 数 学  
品 質 管 理  
労 務 管 理  
経 営 社 会 学  
人 間 関 係 論  
経 営 史  
産 業 構 造 論  
産 業 公 害 論  
消 費 者 行 動 論  
国 際 金 融 論  
貿 易 理 論  
多 国 籍 企 業 論  
流 通 総 論  





経 営 実 務 総 論  
外 国 為 替  
貿 易 実 務  
商 業 英 語  






（ 総 則 ・ 物 権 ）  
民 法 Ⅱ
（ 債 権 法 ）  
民 法 Ⅲ
（ 親 族 ・ 相 続 ）  
商 法 Ⅰ
（ 総 則 ・ 会 社 ）  
商 法 Ⅱ
（ 商 行 為 ・ 手 形 ・ 小 切 手 ）  
商 法 Ⅲ
（ 海 商 ・ 保 険 ）  
労 働 法
経 済 法
社 会 学 総 論  
産 業 社 会 学  
社 会 心 理 学  
演 習
卒 業 論 文  





























































































































































































































































経 済 原 論 Ⅰ  
（ 近 代 経 済 学 ）  
経 済 原 論 Ⅱ  
（ マ ル ク ス 経 済 学 ）  
公 共 経 済 学  
経 済 学 史  
国 際 経 済 論  
経 済 史 総 論  
西 洋 経 済 史  
日 本 経 済 史  
経 済 政 策 総 論  
商 業 政 策  
工 業 政 策  
農 業 政 策  
社 会 政 策  
財 政 学 総 論  
地 方 財 政 論  
財 政 政 策 論  
貨 幣 及 び 金 融 論  
景 気 論  
統 計 学  
計 量 経 済 学  
経 済 地 理 学  
日 本 産 業 論  
海 外 経 済 事 情  
経 営 学 総 論  
経 営 組 織 論  
シ ス テ ム 管 理  
生 産 管 理  
公 企 業 論  
会 計 学  
簿 記 学  
工 業 会 計  
税 務 会 計  
予 算 統 制  
標 準 原 価 計 算  
財 務 管 理  
監 査 論  
経 営 分 析  
コ ン ピ ュ ー タ 会 計  
経 営 機 械 化 論  
情 報 シ ス テ ム 論  
経 営 数 学  
品 質 管 理  
労 務 管 理  
経 営 社 会 学  
人 間 関 係 論  
経 営 史  
産 業 構 造 論  
産 業 公 害 論  
消 費 者 行 動 論  
国 際 金 融 論  
貿 易 理 論  
多 国 籍 企 業 論  
流 通 総 論  





経 営 実 務 総 論  
外 国 為 替  
貿 易 実 務  
商 業 英 語  






（ 総 則 ・ 物 権 ）  
民 法 Ⅱ
（ 債 権 法 ）  
民 法 Ⅲ
（ 親 族 ・ 相 続 ）  
商 法 Ⅰ
（ 総 則 ・ 会 社 ）  
商 法 Ⅱ
（ 商 行 為 ・ 手 形 ・ 小 切 手 ）  
商 法 Ⅲ
（ 海 商 ・ 保 険 ）  
労 働 法
経 済 法
社 会 学 総 論  
産 業 社 会 学  
社 会 心 理 学  
演 習
卒 業 論 文  































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































富 山 県 知 事 （中田幸吉知事）
来　賓　代　表 （橘直治参議院議員）
恩　師　代　表 （小寺廉吉先生）
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（昭和54年4月1日）
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った。
越嶺会では、創立60周年記念事業実行委員会（委
員長・砂土居行雄越嶺会長）を組織し、60周年記念
事業として、①記念大会（記念式典・祝賀会）のほ
か、②母校跡記念碑の建立、門柱復元、③越嶺奨学
基金の創設、④会員名簿の発行、の事業を行った｡
また、そのための募金活動にあたっては、学年単位
の同期会が力を発揮した。特に高商卒業生には、思
い入れ一入のものがあり、すでに第一線を引いてお
られる年代の方々からも多額の寄付金を寄せていた
だいた。
創立60周年記念式典
昭和59（1984）年９月15日（土・祝日）午後１時30
分、高岡市民会館を会場に記念式典が、午後３時から
は高岡市民体育館で記念パーティーが開催された｡
当初、戦後すでに40年近く経っていること、卒業
生の数も学部卒業生の方が多くなっていることなど
から、会場は富山とする案もあった。しかし、工学
部の五福移転が決まり、旧高岡高商の校舎が式典の
後取り壊されることになっており、その最後の姿を
見ておきたいとの旧高岡高商卒業生の強い思いがあ
り、各支部などの意見をきいて、50周年記念式典に
引き続いて高岡で開催することになった｡
記念式典は、古城公園内の高岡市民会館を会場に
して、堀健治高岡市長（旧高岡高商第１回卒業生）
を記念大会長に、全国から旧高岡高商卒業生を中心
に約800名が参加して盛大にかつ厳粛に挙行された｡
高田博氏（高岡市農林水産部次長、経済学部第１
回卒）の司会により、粛然たる雰囲気のなか、大島
正夫越嶺会副会長（高商第３回）の開会の辞で式典
は始まった｡堀健治記念大会長の挨拶、中沖豊富山
県知事（森丘金太郎出納長代読）の祝辞があり、続
いて恩師代表として小
こ
寺
でら
廉
れん
吉
きち
先生が91歳とは思えぬ
かくしゃくとした姿と張りのある声で60年を回顧し
て祝辞を述べられた｡
高岡高商教授、富山大学経済学部教授･元学部長
の小寺廉吉先生は、その後昭和62（1987）年３月３
日「第23回秩父宮記念学術賞特別賞」を受賞された。
明治25（1892）年生まれの先生は、平成４（1992）
年10月26日元気に満100歳を迎えられたが、同年12
月24日に逝去されている。
旧高岡高商校歌を全員で３番まで斉唱。さらに富
山大学経済学部歌（創立50周年記念として制定した
もの）を富山大学応援団が高唱して喝采を浴びた｡
盛り上がる気分をバックに堀江四郎越嶺会東海支
部長が登壇｡ユニークな閉会の辞で感激的な記念式
典を締めくくった｡
祝賀会
午後３時からの祝賀会場は、同じ古城公園の市民
体育館で行われた。高商卒業生の方々は、緑に包ま
れた射水神社やお堀を見ながら、青春時代に踏みな
らした砂利道を通って移動した｡
記念式典、堀記念大会長挨拶
列席の恩師の方々 祝賀会場
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波田智夫越嶺会関西支部長（高商第12回）の司会
により、越嶺会長代理の堀内文雄越嶺会副会長（高
商第５回）、柳田友道富山大学長、棚田良平経済学
部長（高商第16回）、恩師代表の日比野勇夫先生
（旧高岡高商教授、神戸商科大学名誉教授）が次々
登壇、挨拶され、柏倉俊三先生（旧高岡高商教授、
北海道大学名誉教授）の主唱で声高らかに乾杯して
祝宴に入った｡
広い体育館フロア一杯の参加者は、久しぶりの邂
逅に旧交を温め、思い出の写真コーナーの前では往
時を偲んだ。ステージでは仙台寮歌祭常連の東北支
部の方々や地元有志も加わって太鼓を打ち鳴らし高
商校歌、高商仰嶽寮歌を歌い上げた｡
最後は、柳田学長と米沢巌越嶺会副会長（高商第
７回）の音頭で万歳三唱して興奮さめやらぬ会場を
後にした｡
なお、前日14日、高岡カントリークラブで堀内文
雄越嶺会副会長を大会長に、高商、学部、経営短大の
卒業生53名が記念ゴルフ大会を開き親睦を深めた｡
越嶺奨学基金
越嶺奨学基金については、創立60周年記念の中心
事業としてその創設が計画された｡
基金の趣旨は母校充実基金であり、教官の学会活
動助成、留学補助金や出版助成、また、後輩の現役
学生に対しては、研究発表大会への助成などを通じ
て、そのレベルアップに貢献することである｡
昭和60（1985）年５月11日開催の昭和60年度越嶺
会総会で、1,500万円をもって創設された。新たに
設置された越嶺奨学基金運営委員会（粟田喜代治委
員長、高商第６回）が運営規定を作成して、その管
理と運営にあたることになった。越嶺会の特別基金
として運営し、以後も寄付を受け入れ増額すること
とされた。
高商跡記念碑
記念碑の建立については、50周年記念時から企画
されていた。しかし、旧高商校舎・キャンパスを使
用している富山大学工学部の五福移転が決まり、
｢60周年｣後ようやく実現の見込みが立ったものであ
る｡工学部との共同事業として越嶺会と工学部同窓
会の担当者（西部慶一教授、笹倉壽介教授）が設置
場所の高陵緑地の造園を担当している高岡市当局と
数回協議を重ね、実現の運びとなった｡
設置場所は、昭和17年に拡張買収した旧高商グラ
ウンド跡地である富山県高岡文化ホール玄関前の高
陵緑地と決まった。記念碑は、長年富山大学の庭木
を手入れしている宮本嘉樹園を通じて、高さ2.5メ
ートル、底辺約２メートルのとんがり帽子形の甲府
産新鞍馬石を碑石に選び、それを自然のままの形で
すえつけた｡表面に「高岡高等商業学校　富山大学
工学部　跡」と刻まれ、裏面に沿革を記述した銘板
がはめ込まれている｡表面の文字は、高岡高商第１
回卒業の堀健治高岡市長の揮毫による｡
昭和61（1986）年９月23日、除幕式が行われた｡
除幕のあと、建立にあたり尽力され題字揮毫の労を
とられた堀市長に、砂土居越嶺会長、山田工学部同
記念碑
除幕式
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窓会長連名で感謝状が贈られた｡
高岡市役所勤務の越嶺会員の方々にも、設置場所
の選定などの交渉段階から様々な面でお世話になっ
た｡それらの方々へのお礼､慰労､祝いの意味をこめ、
簡単な祝賀会が高岡市の富士観ホテルで開かれた。
長年移転問題で難しい交渉を続けた堀市長と工学部
長も同じ卓につき、歓談された｡
本校舎跡記念碑
旧高商時代にはグラウンドであった所に建てられ
た跡地記念碑について、この記念碑自体は立派なも
のであるとの大方の評価は得たものの、高商卒業の
越嶺会員から、これはこれとして、本校舎跡地の中
にも記念になるものを残してほしいとの要望も出て
いた｡
越嶺会長から山本弘副会長（高商第10回）、坂井
弘氏（高岡商工会議所専務理事、高商第14回）、谷
道博氏（行政書士、高商第18回）、金田栄美雄副会
長（公認会計士、学部第６回）、塩崎利平氏（学部
第７回）を記念碑建立委員会委員に委嘱し、山本弘
副会長を委員長に任じて、跡地に高岡高校が移転し
た後、同校を通じ工学部と共同で富山県当局と記念
碑建立について協議を重ねた。
平成３年度から高岡高校長に就任された稲葉茂樹
氏（学部第３回）の協力により、県教育委員会など
の県部局、高校同窓会の了承を得ることができ、９
月下旬建立にこぎつけた｡しかも設置場所は第１希
望としていた銀杏並木の入り口になった｡そこはか
つて高岡高商学生通用門から、仰嶽寮に通じる通路
であった。今はレンガを敷き詰め体育館への通路と
なっている。設置場所は50センチ程度盛り土がして
あり、そのことも勘案し記念碑の高さを含め大き
さ・形を決定した。
大きさ・形は、高岡高校の景観に調和するよう
幅・奥行・高さそれぞれ91センチ、36.5センチ、76
センチの立方体の黒御影石で、鶴木大壽日展特選書
家、元富山大学教育学部教授の揮毫により正面に関
係の３校、１学部の名を刻してある。幅1.3メート
ル、奥行0.76メートルの基礎の上に設置してあり、
㈱山岡石材納品である｡
平成３（1991）年10月19日除幕式を挙行した｡除
幕式には、高岡市長代理越前収入役、小黒千足富山
大学長、吉原節夫経済学部長、多々静夫工学部長を
はじめ両同窓会会長、副会長、記念碑関係委員が出
席した｡
金森会長の挨拶には、別記の通り学舎を同じくし
た最高学府の変遷史が詳しく述べられてある。小黒
学長から祝辞があり、中沖富山県知事、綿貫衆議院
議員から祝電が寄せられた｡
また、鶴木大壽先生、稲葉茂樹高岡高校長に、両
同窓会による感謝状が金森賢二越嶺会長から贈呈さ
れた｡
除幕式における挨拶
記念碑除幕式にあたり、一言ご挨拶とお礼を申
し上げます｡本日は公私ともご多用にも拘らず高岡
市長（代理越前収入役）、稲葉高岡高校長､鶴木大
壽先生ほか関係各位多数ご出席の上、ここに旧制
高岡高等商業学校、旧制高岡経済専門学校、旧制
高岡工業専門学校、および富山大学工学部跡記念
碑の除幕式を行うことができましたことは誠に喜
ばしく感激に堪えません｡
学校沿革史によれば、大正８年第41帝国議会に
おける「高等教育機関充実」決定に基づき、大正
記念碑
除幕式
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13年９月25日勅令第222号により、文部省直轄学校
として高岡高等商業学校がここ高岡古定塚の地に
設置され、北陸における商業経済の高等教育機関
発祥地になったと記されております｡以来高岡高等
商業学校は昭和18年９月まで17回３千余名の卒業
生を世に送り出しましたが、戦争激化の昭和19年
３月28日勅令第165号により高岡高等商業学校は高
岡工業専門学校に転換し、同時に高岡高等商業学
校は高岡経済専門学校と改称して、高岡工業専門
学校に付設されましたが、昭和20年９月、第19回
の卒業生を送り出した後、廃校となりました｡
高岡工業専門学校は、その後昭和26年まで５回
卒業生を送り出しましたが、昭和24年法律第150号
により昭和24年５月31日富山市五福に富山大学が
設置され、高岡のこの地は工学部となり古い校舎
を増改築しながら教育研究が続けられ、35年後の
昭和59年９月27日富山市五福の新しいキャンパス
に移転しました。想えば大正14年から今日まで70
年に垂んとする間に時代の流れとともに校名は４
回、教育学科も、商業、経済、工業、工学の４回
変遷するなど文字通り紆余曲折の歴史であり､感慨
無量のものを覚えます｡
嘗てこの地この学舎に学んだ学徒は１万余名を
数え幾多の俊秀が輩出しました。それらの人たち
の「心の故郷」であるこの地に、地元は勿論、全
国の同窓会員から「跡地記念碑」建立の要望が高
まってまいり、当時高岡市長の堀健治氏の格別の
ご尽力を得て母校のグラウンドであった地に新築
の高岡文化ホール正面築山に、高岡高等商業学校、
富山大学工学部跡の｢記念碑｣が建立され、昭和61
年９月23日その除幕式が執り行われましたのも記
憶に新しいところであります｡
しかし、当時工学部移転後の土地の使用目的が
未定のため取り敢えず高岡市有地内に建立された
経緯があります｡
その後、この地に県立高岡高等学校が設置され、
高岡文化ホール内の記念碑の移転も検討されまし
たが､敷地･大きさ等に難点があり、新しい碑を建
立しようということになり、昨年以来高岡高等学
校を通じ富山県ご当局、教育委員会と協議を重ね
てまいりましたところ、さる８月ようやく建設許
可をいただき今日の除幕式を迎えることができた
次第であります｡これ偏に県ご当局、教育委員会、
高岡市、高岡高等学校ほか関係各位の深いご理解
と格別のご協力によるものであり、衷心より厚く
御礼申し上げます｡
大正・昭和・平成の３代にわたり、青雲の志を
深く胸に秘め青春の情熱と力を、学習にスポーツ
に、部活動、サークル活動等に遺憾なく発揮する
とともに暖かい師弟愛や友情を培ったこの｢ゆかり
の地｣が、再び県立高岡高等学校という立派な後継
者に引き継がれましたことは、私達にとりこの上
もない喜びであります｡
昭和３年３月、高岡高商第１回生卒業を記念し
て植樹されました「いちょう」の苗木は60年余の
長い風雪にも耐え、入学し卒業していった幾多の
学徒の若き日の姿をその年輪に刻み込み、今又若
き高校生に｢心の安らぎ｣を与えていることと思い
ます｡
「いちょう並木」と「記念碑」はいわば先輩達
の残された｢青春の光｣であり、ここで学ぶ若者に
とって、永い教育の歴史と伝統を偲び希望の未来
を展望する道標（みちしるべ）ともなればと願い
ながら、越嶺会ならびに仰岳会を代表し、深い感
謝の意を表しましてご挨拶と致します｡
平成３年10月19日
越嶺会会長　　金森賢二
門柱復元
門柱復元については、記念碑の建立とともに50周
年記念事業からの持ち越しであった。工学部が富山
市五福キャンパスに移転するにあたり実現した。昭
和62（1987）年３月建立された｡
越嶺会が門柱を経済学部中庭に復元し富山大学に
これを寄付する旨の寄付採納願いを提出していたと
ころ、大学本部事務局担当係の審査を経て承認され、
その後の復元工事は経済学部事務局と本部事務局施
設課との協議によって進められた。
旧校舎正門の主柱の１本は、富山大学工学部の五
福新キャンパスの入り口付近に記念碑として建てら
れたので、残り１本の主柱を経済学部管理棟の中庭
に、これもモニュメントとして建立された。復元に
あたり「高岡高等商業学校」の銘板は高商の卒業ア
ルバムから写し取って注文制作され嵌め込まれてい
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る。また、門柱の頭には往時のそれに似た丸い灯り
も取り付けられ、夜間点灯されて最高学府の学園ら
しい夜景を映していた。
その後、新校舎建設の際も新しい中庭の中央に建
て直された。また、副柱１対は中庭の入り口に置か
れ、景観のまとまりを良くしている｡
会員名簿の発行
『創立60周年記念名簿』としてＢ５判横型で発行
された｡
新田隆信名誉教授を介して、鶴木大壽先生に題字
をお願いし、薄いベージュ色の表紙に「越嶺会会員
名簿　創立60周年記念号」の毛筆の文字が鮮やかに
印刷されている。
会員総数は9,913人。高商会員3,044人、学部卒会
員は昭和59（1984）年３月卒業の第32回まで収録し
5,127人、経営短大会員も59年３月卒業の第23回ま
で収録し1,742人であった。
他に特別会員として、旧高岡高商、富山大学経済
学部、経営短期大学部の200名余の元・現職教官が
収録されている｡
旧高岡高商講堂の保存請願、検討の末断念
高岡市中川園町の富山大学工学部講堂は、1927
（昭和２）年に旧高岡高商の講堂として建造され､そ
の後、高岡経済専門学校、高岡工業専門学校、富山
大学工学部と受け継がれてきた。木造２階建て
（2,502㎡）で、フランス人技師ボアンビンの設計に
よって建てられた工部大学校（現・東大工学部）講
堂をモデルにしたものでフランスの初期ゴシック寺
院の様式も取り入れられており、内部のシャンデリ
ア付き天井、ギャラリー（回廊）などに建設当時の
豪華な雰囲気を感じることができた。富山県建築士
会編「明治・大正期の富山県の建築」にも貴重な洋
風建築のひとつとして紹介されている。
富山大学工学部の移転に伴い、講堂を含め校舎の
全てが昭和60年10月に解体される予定になっていた
ところ、関係者の間からこの由緒ある講堂の保存を
望む声があがった。越嶺会としても、旧高岡高商卒
業生の総意による請願の形で、高岡市長に同講堂の
移転保存につき要望書を提出した。また､富山大学
工学部同窓会にも働きかけて協議を重ね､工学部同
窓会からも同旨の要望書が出された。
これらを受けて高岡市は、同講堂の保存のために
建築専門家にも調査を依頼し、本格的に検討した結
果､解体して移築するには老朽部分が多く、文化施
60周年記念会員名簿
復元された門柱（副柱）
復元された門柱（主柱）
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設として活用することは建築基準法上難しいことが
わかり、保存は断念された。
残念ながら､その後講堂は取り壊されたが､その設
計図が残っているので､今後高岡市で文化施設を建
築する場合にそれを参考にし、旧講堂の面影を残す
よう工夫されることが望まれる。
なお、工学部では、講堂のシャンデリアを新校舎
内の一角に保存展示している。
また､工学部同窓会と共同で､旧校舎の梁を材料に
して一輪生けの花器を、穴田博工学部助教授（当時
助手）の紹介で庄川町の木工業者に委託して作り、
会員に頒布した。
保存希望の新聞記事コピー
